


































































































































れかけ，くすぶった古土瓶に欠け茶碗がわずかな家財什器であった（著者不詳 ［1886］ 1970: 55-6）。
４畳程度に家族数人が暮らすことも珍しくなく，複数の家族が居住しているケースもあったという
（横山 ［1899］ 2010: 57）。井戸，便所は，7，８戸から15，６戸で１か所を共用していたという（著
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のあります」（私























車夫(19) 汁粉屋(2) 煉瓦負(2) 煮込(1)
日雇人足(6) 魚行商(2) 工事手伝(1) 荒物(1)
木挽(2) 蕎麦屋(2) 白米粉挽き(1) 縁日商人(1)
車力ひき(3) 古道具屋(1) 巻煙草(15) 駄菓子や(1)
煉瓦運び(1) 集配人(4) 糸繰工女(4) 足袋継ぎ(1)
工夫(2) 小使(4) 砲兵工廠(1) 洗張り仕立(3)
馬丁(1) 病院看護人(1) 麻裏草履(15) 竹削り手伝(1)
大工(1) 消防署手伝(2) ボタン穴かがり(1) 草採り(2)
建具職(1) 区役所手伝(2) 箱張り(1) 下女(1)
畳職(1) 芝居小屋手伝(1) 小捩り(1) 雑業(1)
左官(1) 料理屋下働き(1) 団扇細工(1) 区役所手伝(1)
植木職(1) 陸軍材料署へ(1) 鼻緒縫い(1) 教会掃除人(1)
瓦職(1) 区役所鼠集め(1) 鞄縫い(1) 無職(25)
石屋の手伝(1) 箱造り(1) 手袋(1) 死亡(4)





















































特別の幼稚園」（私立二葉幼稚園 ［1909］ 1984: 262）とあるように，野口らは貧民の生活に即した
幼稚園を構想していた。その目的は，「一方には親を自由に働かせる様にしてやり，一方には子供
を悪い境遇から救ひ出し，衛生にも道徳にも智識にも，夫々適当した方法を以て，なるべく長い時











































無理はありません。（私立二葉幼稚園 ［1900］ 1984: 20）
実践者たちは，まず，「あたい」「おいら」を「わたくし」「わたし」に，「おめえ」「てめえ」を
「あなた」「何さん」へというように，ことばを直すことを試みた（私立二葉幼稚園 ［1900］ 1984: 
20）。「やあ先生が来やがつた」という子どもを注意したところ，しばらく考えてから，「先生がき
やがりました」と言い直したという笑い話のようなこともあったという。しかし，個人差はあるも









２年目に入ると「幼稚園の風が出来」（私立二葉幼稚園 ［1901］ 1984: 51），遊戯や唱歌に進歩が
みられた。しかし，『報告書』は「華族女学校幼稚園の子供の様に，お話をこしらへたり，唱歌を


































葉幼稚園 ［1910］ 1984: 291）であるから，道徳的にも衛生的にも悪い環境から引き離し，「大きく
なつたなら，職を覚えても小僧になつても，正直でまじめないゝ職人いゝ商人にしてやりたい」と







































ます。（私立二葉幼稚園 ［1903］ 1984: 100）
子どもの衣服の蚤や虱とりは日常茶飯事で，毎日の洗顔のほかに，耳の垢とり，爪切りなどの日
常的なケアは保育者の日課であった（私立二葉幼稚園 ［1909］ 1984: 265）。入浴も課題であり，行
水ができない冬は月１回程度の入浴が常態で，なかには大晦日以来３月末の就学直前まで，入浴し
なかった子どももいたという。鮫が橋移転に伴って浴室が設置でき，託児の親（実際には母親）の
協力を得て，毎週土曜日に入浴が可能になった（私立二葉幼稚園 ［1906］ 1984: 188）。｢清潔を好む
































衛生上の設備，母親教育を目的とする家庭との連絡，の３点を挙げている（倉橋 ［1911］ 1979: 34-
7）。倉橋自身は東京女高師附属幼稚園の指導的立場にあり，幼稚園教育界の重鎮であったが，これ
は二葉幼稚園の実践を念頭においたことばと思われる。



















ませぬ。（私立二葉幼稚園 ［1910］ 1984: 294）
感謝終はるや飛び付く様にして食べる例の通り念のため見廻る，お豆十人馬鈴薯三人梅干六
人お煮〆お漬物等四人なり，此前親の会にて園長よりお菜につきてのお話聞きて切りに実行さ

























考であります，が思ふ通りには出来て居りませぬ。（私立二葉幼稚園 ［1909］ 1984: 265-6）
「親の会」は，親たちが市民としてふさわしい生活習慣やモラルを身につけ，スラムの悪弊から











略）間接には之に依て彼等の家庭を改良するの媒介ともなる」（生江 ［1913］ 1981: 387）という認
識を促した。さらにそれは，「単に子供を保護し母親を保護して，家計上の助けをするばかりでな
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